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1. 概要 

温水のスカーフは、効果的に戦闘風チルですまたは寒い気候、最適な体温としたがって、

あなたの健康維持を支援する付加的な熱を提供できますヒーターと共にインストールされま

す。外側のウールの設計することができますより多くの熱を保持する能力をさらに改善、結

果としてとどまることができる暖かいより簡単かつ迅速に。 

この製品は、独自の電源銀行にヒーターを接続し、時間や場所の任意の収縮せずその暖

かさを楽しむあなたの首の周りにそれを置くだけ非常にユーザーフレンドリーです。 

 

製品は、例えば多くのフィールドで利用できます。 

 

 冬の間に安定した体温を維持します。 

 基本的な温熱療法です。 

 緊急時に低体温症を和らげる 

 食品暖かい等をしてください。 

 

温水のスカーフは、あなたの日常生活を快適に理想的な製品としての伝統的なスカーフか

ら大きな進化です。 



2. 安全上の注意 

製品が正しく使用されていることを確認する使用する前にこの部分を熟読ください。 

 

ユーザーや他の人に向かって任意の負の影響を防ぐためには、注意警告が安全性と適切

な使用のために以下に示します。危害と損害の重大度に基づいて、予防警告は、”危 

険”、”警告” と”注意” に分類されます。それらのすべては重要であり、徹底的に従う必

要があります。 

2.1. 危険 

 ぬらして使用しないでください。 

ヒーターや電源銀行が濡れていないか。彼らが濡れているときは使用しないでください。 

-->これは結果熱と電気ショックがあります。 

 電源銀行は非常に熱い場合は、使用を停止します。 

-->これが火また更に傷害であります。 

 

 使用したり、高温を維持しないでください。 

暑さの間に、火やストーブの近くや車の中の製品を置かないでください。 

-->これは結果火傷する可能性があります。 

 火の中に入れないでください。 

-->これは、結果火、熱、破損を可能性があります。 

 

 その他の目的で使用しないでください。 

-->この 5 月結果熱は破損や火災。 



 任意の異常感がある場合は、使用を停止します。 

使用中に皮膚の炎症や不信感がある、電源スイッチ、すぐに使用が中止されます。 

 スイングではありません。 

電源銀行と接続すると、本製品をスイングすることはありません。 

-->これは結果怪我をことがあります。 

 

2.2. 警告 

 使用または保管に異常な臭い、熱、色や形の変化やその他の異常がある場合は使

用しないでください。 

 バスや他の湿気の多い場所では使用しないでください。 

-->これは極度な熱か電気ショックであります。 

 

 コードを損傷したり、コードが破損している場合はスカーフを使用しないでください。 

-->これは熱、火災や感電の可能性があります。 

 製品は電子レンジ、他の暖房機や高圧容器に入れないでください。 

-->これは発生する熱、煙、火災します。 

 スローや強い力を適用しません。 

-->製品に損傷を与える可能性があります。 

 

 充電時に製品を安定した保つ服や毛布製品をカバーしていません。 

-->過熱して火災につながる、発生する可能性があります。 

 

 製品が使用する子供たちも、赤ちゃんからは、明確な指示を与えます。 



 火災や爆発が簡単に起こる場所では使用しないでください。 

-->これは火災の可能性があります。 

 

2.3. 注意 

 強い力でヒーターを倍にしないでください。 

-->温水ライン壊れたとなる短絡回路があります。 

-->熱および傷害に終って。 

 自転車やモーター バイクに乗るときは、温水のスカーフを着用しないでください。 

-->これは、損傷を引き起こす可能性があります。 

 

 充電中は使用しないでください。 

-->傷害が起こる可能性があります。 

 自動ドア、エスカレーターまたはシュレッダーを使用する場合は、注意を払います。 

 温水のスカーフを身に着けているとき火を開くに親しくないを行います。 

3. 潜在的な危険 

3.1. 発生状況 

低温やけどは時間の長い期間のための体温より高い温度の熱源に接触すると起こる。 発

疹や皮膚の泡など火傷の兆候が表示されます。ただし、症状が常に明らかできません。 

3.2. 低温やけどの予防 



内側 

ヒータ 

プラグ 

5. ベルトを着用 4. ヒーター挿入スロット 

2.  コード穴 3. .ケーブル挿入穴 1. 力銀行ポケット 

低温やけどに苦しんでのしやすさは、個人と温水のスカーフの使用方法によって異なりま

す。次に大きな注意を払うしてください。 

 ヒーター カバー外側が壊れている場合を使用して停止します。 

 ヒーターだけでは使用しないでください。 

 少なくとも 1 時間に肌の状態を確認します。皮膚刺激がある場合は、使用を停止

します。 

 あまりにも熱い気持ちを使用して停止します。 

 低温やけどは、スリープまたはハードを押すとき簡単に起こる。 

 専用の皮膚、幼い子供や障害を持つ人々 を持つ人々 に余分な注意を払います。 

 高温加熱やキルトの中の場所などでは使用しないでください。 

 糖尿病や循環の問題を持つ人々 によって使用を防ぐ。 

4. 製品の説明 
 



5. 操作 

1. ヒーターのプラグを抜くし、独自の電源銀行に接続します。 
 

2. 電源銀行のポケットに電源銀行を入れるし、固定します。 
 

3. 首の外側を着用します。身に着けているベルトに電源銀行ポケット付き端を挿入

します。 
 

4. マフラーの位置を調整します。 
 



-->使用するときは、周囲の注意してください。 

-->充電されているときは、電源銀行と温水スカーフを使用しないでください。 

-->充電。 

1. 電源銀行: QC 2.0/QC 3.0 

2. すべての電源装置 (コンピューターなど) に接続されている 5 v USB ライン 

6. トラブルシューティング 

温水のスカーフを使用して: 場合 

電源銀行なり暖かい。 

• 理由: 電源銀行は、充電後、暖かい、右を使用かもしれません。 

• 解決方法: は、充電後使用する前にしばらくの間、電源銀行を残します。 

スカーフが電力会社に接続した後温暖化されていません。 

• 理由: 電源銀行は空です。 

• 解決方法: は、独自の電源銀行を充電します。 

 

温水スカーフの運用時間が短いです。 

• 理由: 電源銀行十分満たされます。 

• 解決方法: は、電源銀行が完全に充電後温水スカーフを使用します。 

• 理由: 電源銀行は寿命の終わりにあって 

• 解決策: 新しい電源銀行が必要です。 



以下の解決策で問題が解決できない場合は、スカーフの使用を中止し、詳細については、

売り手に連絡。 

7. ケア 

7.1. 注意と考察 

外側を洗うときは、以下の手順に従ってください。 

⁃ 機械洗浄、弱い、30 ° C、洗濯ネット。 

- 洗っていない他の洗濯物と他の洗濯物の色が発生するそれ以外の場合。 

⁃ 漂白しない. 

- ベンジンやシンナーを使わない。 

⁃ アイロンをかけないでください。 

⁃ きれいに乾燥しないでください。 

⁃ 軽く振る。 

⁃ 干すが、タンブル乾燥不可。 

7.2. 洗濯 

外側の洗浄する前に、電源銀行とヒーターが削除されますを確認してください。電源銀行

またはヒーターを洗浄しないでください。 

 手を洗う 

1. 適当な大きさで分類された容器に外側に置きます。 

2. (30 ° C) の下に十分な水を注ぐし、洗剤を追加します。 

3. 洗うとき外側を押すを繰り返します。 



 洗濯機 

1. 洗濯ネットの内側外側を置きます。 

2. 水の設定温度 30 ° C 以下は洗剤を追加。 

3. 洗浄羊毛のモードを選択します。10 分以内に洗います。 

7.3. リンス 

 洗剤の残留を避けるために手洗い後洗い流してください。 

 静電気を防ぐには、洗って柔軟剤を使用してください。 

7.4. ドレイン/スピン 

 余分な水分を排出する手洗い後 を軽く絞る。 

 まもなく機械洗浄後 1 分以内でスピンします。 

7.5. 乾燥 

風通しのよい日陰で乾燥してハングします。 

8. 組立 

1. 定規やその他のツールの力を借りて、ヒーター挿入スロットに戻ってヒーターを置けば。 

-->ヒーターの 2 つの側の間の違いはありません。 

2. ヒーターは、場所、ルーラーまたは挿入するために使用されるツールを削除します。 

-->挿入時に給湯器を畳むしないでください。 

-->ヒーターはよく覆われていない間は、スカーフを使用しないでください。低温やけ

どの原因になります。 



3. ケーブル挿入穴にプラグ ヒーターを置きます。 

4. コード穴から引っ張りプラグと電源銀行のポケットの近くのケーブル挿入穴からアウト。 

 

9. 仕様 

9.1. 外側 

1. 材料 

• 表面: ポリエステル 70% レーヨン 30% 

• 裏地: コットン 100% 

 
2. 測定 

•150mmX800mm 
 

3. 重量 

• 約  80 g 

9.2. ヒーター 

1. 材料 

• 包装: ポリプロピレン 100% 

2. 測定 

• W215mm X H70mm (コード除く) 

3. 電源 

 5 v USB DC 入 力 



 電源銀行: QC 2.0/QC 3.0 

4. 重量 

• 約 15 g 

 
 

9.3. 温度(皮膚温) 

 

1. 約 37 ° C 〜 39 ° C (周囲温度: 0 ° C) 

2. 約 38 ° C ~ 40 ° C (周囲温度: 10 ° C) 

* 首着て暖房スカーフは人から人へ異なる場合があるときの温度。 

9.4. 含まれる項目 

 

• 外側  

 
• ヒーター  

 
• USB 延長コード  

 
• User manual (このマニュアル) 


